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胱巻

章
＼
學
、
誠
－
其
人
と
其
學

昭
和
十
八
年
土
月
襲
行
・

岡
ヽ
じ
・
崎

　

文
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一

　

其

　
　

『
入
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恩
師
１
　
南
先
生
か
ら
章
學
誠
の
著
述
の
必
Ｉ
』
讃
す
べ
き
こ
と
を
論
さ
れ
た
の
は
、
‐
恰
も
私
が
大
學
を
畢
業
し
た
匯
で
あ
っ
た
・

其
時
以
来
私
は
断
え
す
章
の
著
述
に
親
し
ん
で
居
る
Ｊ
後
湖
南
先
生
は
章
の
年
譜
を
著
は
｀
さ
れ
、
且
其
序
文
に
於
て
。
、
彼
心
學
問
の

占
む
べ
き
地
位
を
閑
明
せ
ら
れ
て
か
ら
章
學
の
重
ん
す
べ
き
一
面
の
存
す
る
こ
と
が
躍
認
せ
ら
る
ｘ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
先
生

の
年
譜
の
公
に
せ
ら
る
。
―
や
、
恰
も
共
響
に
慮
す
る
が
如
く
、
胡
適
氏
は
亦
章
氏
の
年
譜
を
公
忙
し
た
。
か
く
て
彼
我
雨
邦
の
１
　
１
　

。
者
０
開
に
‘
章
學
の
價
値
が
廣
く
認
め
ら
る
ｘ
に
至
っ
だ
と
考
へ
。
て
宜
し
か
ら
う
。
尤
も
湖
南
先
生
の
年
譜
が
「
研
幾
小
録
」
の
中

’
。

　
　
　

’
｀
－

　
　

７

　

４

　
　
　
　

ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

　
　
　
　

－

　
　
　
　
　

ｊ

に
収
め
ら
れ
て
公
刊
せ
ち
れ
た
時
に
は
、
蘇
峰
先
生
は
多
少
の
異
議
を
挾
ま
れ
た
と
記
憶
し
、
且
胡
適
氏
が
章
學
に
對
し
て
示
し
た

理
。
解
ｏ
仕
方
に
埓
彼
邦
の
國
粋
的
學
者
の
中
に
少
埋
か
ら
す
異
。
論
が
出
て
居
る
。
胡
氏
年
譜
は
其
後
姚
名
建
に
よ
り
。
て
詳
し
く
布

に
演
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
學
誠
０
人
と
學
と
の
一
般
を
容
易
に
諒
知
し
得
る
。
五
ゞ
其
‐
書
に
冠
し
た
胡
氏
の
序
文
に
よ
れ
ば
ブ
章

拳
を
理
解
す
る
に
鈴
り
に
も
西
洋
學
の
方
法
に
抹
３
＾
過
ぎ
、
‘
そ
れ
は
恰
も
彼
は
清
朝
の
考
鐙
學
を
以
ｗ
科
県
的
方
法
と
同
・
一
説
し
た

-

１

-



２

と
似
た
態
度
ご

等
に
於
て
、
必
し
も
一
定
の
論
が
な
い
と
断
す
る
の
ぽ
至
営
で
あ
ら
う
・
た
Å
心
鸚
の
軍
硯
す
べ
き
價
値
あ
る
こ
と
丈
は
最
早
議
即

の
節
地
核
あ
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
‘

　
　

ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

翻
り
て
考
ふ
る
に
、
９
　
の
學
は
従
来
彼
地
の
學
者
に
於
て
ｉ
ｊ
-
＝
Ｎ
高
く
評
價
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
事
賓
で
あ
る
。
「
先
正
事
略
」

に
も
「
正
綾
碑
傅
集
」
に
も
勿
論
そ
０
傅
が
な
い
。
今
の
「
清
史
稿
」
の
前
身
だ
名
「
清
史
列
傅
」
に
は
、
其
名
は
文
苑
傅
中
に
列
せ

ら
れ
て
居
る
が
、
共
記
事
の
串
に
、
章
自
ら
王
充
を
卑
く
覗
、
叉
劉
知
幾
を
軽
く
考
へ
て
居
る
が
、
此
は
彼
の
誇
大
癖
で
あ
っ
て
、

宋
の
鄭
樵
と
伯
仲
０
間
に
匠
か
る
べ
き
だ
と
批
評
を
加
へ
て
居
る
。
さ
う
す
る
と
、
此
列
傅
の
作
者
は
、
宋
の
鄭
樵
を
も
文
苑
傅
中

に
置
か
ん
と
欲
す
る
者
で
あ
ら
う
が
、
こ
れ
こ
そ
却
っ
て
史
家
の
見
識
を
玖
え
ざ
る
凡
庸
０
眼
者
た
る
を
穎
す
者
と
云
ふ
べ
き
で
あ

ら
う
。
「
清
史
稿
」
も
亦
同
じ
く
文
苑
裾
中
に
章
を
列
し
、
而
も
そ
の
記
。
事
寥
々
、
た
■
^
＾
＾
て
其
名
を
列
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
若
し

　

「
清
史
硫
」
か
正
史
で
あ
る
な
ら
、
章
０
學
問
的
地
位
は
形
式
的
に
Ｉ
座
定
っ
た
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
然
し
賀
の
學
問
上
か
ら
’

之
を
見
れ
ば
、
却
り
て
清
史
０
全
編
が
改
愛
せ
ら
る
ｘ
に
値
す
る
か
も
知
れ
朽
總
じ
て
清
朝
一
代
の
學
間
は
考
抹
學
を
主
流
と
な

す
と
栃
せ
ら
る
。
考
傭
學
の
特
質
は
之
を
次
０
如
く
要
約
し
得
る
で
あ
ら
う
。
部
（
一
）
博
引
旁
徴
し
て
事
の
員
相
を
知
る
。
（
二
）
一

１
　
を
參
互
考
訂
し
て
其
著
書
の
艮
意
を
知
る
。
こ
の
二
つ
が
重
要
な
る
方
法
で
あ
る
。
然
し
考
採
學
の
意
圖
す
る
所
は
、
経
串
の
員

意
を
理
解
す
る
に
あ
り
、
決
し
て
徒
ら
に
考
古
的
立
場
に
於
て
古
代
を
知
ら
う
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
た
と
へ
ば
、
此
涙
の
開
胆
と
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Ｉ
Ｆ

　
　
　
　
　
　

一

目
せ
ら
る
ゝ
戴
震
は
言
１
　
學
的
方
法
に
よ
り
て
古
書
を
讃
み
、
遂
。
陀
原
善
編
を
作
り
て
「
自
然
而
必
然
」
と
云
ふ
考
へ
方
に
到
達
し

た
。
吉
川
學
士
の
注
意
せ
ら
れ
た
所
を
借
用
す
る
と
、
段
玉
裁
は
、
「
諺
文
」
の
古
は
故
也
と
云
ふ
に
注
し
、
物
の
原
‐
理
。
即
「
物
の
然

　
　
　
　
　
　
　
　

1
。

る
所
以
」
と
解
し
た
と
云
ふ
。
段
は
云
ふ
迄
も
な
く
戴
の
高
弟
で
あ
り
、
戴
の
開
い
た
考
鋪
學
を
詳
密
に
押
し
廊
め
て
、
此
學
の
不
動

-
２

-



３

の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
事
は
、
鳩
知
の
如
く
で
あ
る
。
而
じ
七
段
の
著
ぱ
せ
る
「
戴
震
年
譜
」
－
に
於
て
は
、
戴
の
開
い
た
考
繍
學
に

よ
っ
て
始
め
て
古
今
治
彪
の
源
を
知
れ
得
た
と
え
ふ
・
然
ら
ば
考
掠
學
首
の
意
圖
す
る
所
、
決
し
て
輩
な
る
智
識
と
し
七
古
を
學
ぷ

に
非
ず
ズ
物
の
然
ふ
所
以
」
を
栗
解
す
る
に
あ
っ
尭
と
考
へ
ｔ
－
宜
し
い
ｔ
あ
ち
う
。
。
戴
震
は
宋
儒
の
忿
に
反
對
し
ヽ
理
と
云
ふ
字
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ト

　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　

Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
Ｊ

　
　

ｒ

　

ｌ

　
　
　

Ｉ

　
　

ｒ

　
　
　

－

　
　

り

を
解
し
て
情
０
喪
失
せ
ざ
る
者
だ
と
云
ふ
。
蓋
し
理
と
欲
と
を
巌
格
に
對
立
ぎ
せ
る
宋
儒
の
哲
事
的
世
界
は
、
考
掠
學
者
に
よ
り
一

轄
し
て
情
感
に
よ
る
文
化
の
世
界
を
求
あ
、
そ
こ
に
。
経
葉
の
員
意
ど
汲
み
取
ら
≪
ｒ
＼
　
と
欲
し
た
者
だ
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
・
。
而
し
て

章
學
誠
の
學
は
、
此
考
掠
派
と
は
全
く
對
立
０
立
場
を
取
る
・
酸
に
考
捧
學
は
清
朝
の
正
統
の
學
で
あ
る
な
ぢ
ば
ヽ
章
學
は
其
流
外

に
あ
り
ヽ
隨
っ
て
其
勁
一
か
ら
言
へ
ば
‘
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
對
す
る
處
士
派
と
云
ふ
と
と
忙
も
な
・
ら
う
。
章
學
が
鴬
時
比
於
て
重
ん
ぜ

ら
れ
た
か
っ
た
の
は
ヽ
恐
ら
く
此
の
・
儡
め
で
あ
る
ま
い
鰍
・
而
し
て
考
掠
學
の
流
弊
は
枝
葉
を
砕
く
に
堕
し
て
遂
に
そ
ｏ
大
１
　
を
顧
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づ
Ｉ

　

Ｉ

み
ざ
る
・
に
あ
り
。
。
之
を
救
’
ふ
に
章
學
を
以
て
す
べ
庸
こ
と
、
既
に
往
々
注
意
せ
ら
れ
っ
ゝ
あ
る
所
で
あ
る
。
此
意
味
に
於
で
も
章
學
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Ｊ

　

Ｉ

ｙ
。

に
ヽ
】
顧
を
輿
ふ
べ
き
價
値
充
分
に
存
し
、
ｔ
又
我
國
現
下
の
學
界
に
於
て
、
考
掠
家
末
流
の
弊
害
に
陥
る
者
絶
無
に
非
ざ
る
際
、
’
章
學

を
顧
み
る
も
亦
必
す
し
も
意
義
な
し
と
せ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
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．
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．
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／

　

一

　

章
の
篤
人
を
胡
・
姚
の
年
譜
に
よ
っ
て
考
へ
て
見
よ
う
。
年
譜
は
楊
鐘
義
の
「
言
橋
詩
話
」
咽
よ
φ
、
、
’
曾
煥
～
及
謝
藤
山
の
詩
を

引
い
て
、
そ
れ
を
以
て
章
の
容
貌
風
釆
を
考
ふ
べ
き
史
料
と
し
て
居
る
。
そ
れ
に
ぼ
る
と
、
章
の
風
釆
揚
が
ら
ざ
る
こ
恚
甚
し
く
、

五
官
０
中
、
～
は
聾
に
、
・
こ
鼻
は
作
り
直
し
難
い
程
不
格
巧
で
あ
ぶ
、
。
加
ふ
る
肥
頭
痛
持
で
、
面
に
は
皮
膚
病
ひ
跡
‐
（
澱
）
が
あ
っ
た

と
公
ぶ
。
章
が
曾
煥
に
別
れ
る
と
き
に
笥
っ
た
詩
中
う
誰
知
管
城
骨
相
屯
」
と
あ
れ
ば
、
或
拉
彼
自
身
そ
の
容
貌
の
揚
ら
ざ
る
と
と

を
自
発
し
て
居
た
で
声
ら
J
T
N
鰍
。
其
人
に
對
座
す
る
際
の
如
き
に
も
、
恐
ら
く
軽
率
に
し
て
善
に
叶
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
ｄ
彼
０
撒

壮
年
の
頃
、
時
の
學
者
文
人
を
優
遇
す
る
と
云
ふ

1 1
で
評
判
を
取
っ
七
居
た
文
章
家
り
朱
笥
の
家
｀
に
寄
寓
し
、
時
の
名
流
Ｉ
含
由
に

３
-



４

學
川
文
章
を
論
じ
合
っ
た
折
。
の
こ
と
は
ヽ
彼
に
取
？
て
愉
快
な
記
憶
を
残
し
、
其
舷
１
　
を
述
べ
売
所
に
抹
る
と
、
年
の
暮
、
風
雪
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

中
に
ヽ
高
商
に
於
乙
名
沸
と
歓
衆
し
ヽ
相
共
に
形
骸
を
睨
落
し
ｔ
ま
た
人
生
あ
る
を
知
ら
ざ
る
が
如
し
と
云
ふ
。
然
し
裂
弱
心
弟
子

李
威
に
よ
れ
ば
、
収
は
此
際
議
論
湧
泉
の
如
く
、
珊
笑
し
て
弟
子
。
の
破
が
な
が
っ
た
と
云
ふ
。
恐
ら
く
長
上
の
前
を
顧
み
す
、
急
が

し
い
調
子
で
自
説
を
ま
く
し
立
七
だ
者
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

其
性
質
に
就
ｔ
は
、
彼
自
身
の
記
す
る
所
’
に
ま
る
に
、
幼
一
時
よ
少
病
弱
で
あ
っ
た
と
共
に
、
性
質
も
亦
愚
鈍
で
あ
っ
て
、
十
六
〇

時
、
父
の
任
官
地
た
る
湖
北
庶
城
の
官
舎
に
赴
い
た
が
、
小
供
心
の
と
れ
ぬ
篤
め
に
、
父
０
賓
客
は
皆
父
の
後
催
者
の
な
い
こ
と
を

憂
へ
た
と
云
ふ
。
’
所
謂
小
供
心
の
と
れ
ぬ
’
と
は
、
四
書
の
文
を
暗
誦
す
る
事
の
出
来
な
か
っ
た
事
を
指
し
、
己
が
我
倫
に
讃
書
す
る

事
は
天
性
好
ん
だ
ら
し
く
ゝ
殊
に
歴
史
が
好
。
き
で
ゝ
左
他
國
語
戦
國
策
諸
子
の
類
を
濫
讃
し
ゝ
之
を
編
纂
し
て
東
周
書
を
作
り
･
5
S

傅
志
表
０
醒
に
組
直
し
た
と
云
ふ
。
然
し
父
は
其
濫
讃
の
狐
め
に
、
正
課
以
外
０
讃
書
を
禁
す
る
に
’
至
っ
た
が
、
、
彼
は
其
趣
味
を
易

　
　

４

ゆ
る
こ
・
と
を
得
な
か
っ
だ
と
云
っ
て
居
る
。
父
の
傾
向
も
歴
史
に
趣
味
の
あ
づ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
章
は
父
よ
り
聘
せ
ら
れ
た
館
師
。

の
云
ふ
事
を
き
か
す
、
６
　
意
に
讃
書
し
た
事
か
ら
考
へ
る
‘
と
、
恐
ら
く
共
小
供
に
對
し
除
り
に
敲
格
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
鰍
。

　

章
の
風
貌
と
性
質
と
は
大
要
以
上
の
記
述
に
よ
り
て
劈
鷲
す
る
を
得
や
う
。
然
ら
ば
彼
差
取
巻
く
周
園
の
舷
況
は
如
何
で
あ
っ
た

か
。
章
の
一
族
は
伺
山
道
墟
の
９
　
氏
を
中
心
に
結
’
ば
れ
た
宗
族
的
な
家
族
を
構
成
し
て
’
居
る
。
道
墟
と
は
會
稽
紹
興
府
喊
の
北
凡
そ

　
　

～

　
　

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

一
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　

．

　
　

ｘ
．

　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

晏
が
あ
る
が
ヽ
そ
れ
に
は
道
墟
の
宗
族
全
部
が
分
に
廃
じ
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　

″

　
　
　
　
　
　

｀

宗
ｏ
腿
か
ら
ｔ
ゝ
に
定
着
し
ヽ
訟
學
誠
の
贋
に
至
る
迄
既
に
五
百
年
を
経
過
し
て
居
Ｆ
‐
・
此
間
は
系
圖
に
よ
り
て
明
か
『
知
り
得
る

が
そ
れ
ぷ
薗
は
嘉
健
南
部
の
禰
雇
に
居
た
と
の
噂
瀧
を
雅
つ
こ



　

励
は
廣
く
扁
建
江
西
江
甫
諸
地
域
に
蔓
肘
し
、
且
其
歌
に
よ
っ
て
互
に
始
阻
大
傅
公
か
ら
流
れ
既
だ
一
８
　
で
あ
る
こ
と
を
１
　
め
稼
だ

　

と
云
ふ
。
’
然
４
　
之
は
要
す
る
゛
に
文
書
に
よ
１
つ
て
確
賓
に
ｔ
め
得
難
い
所
傅
に
過
ぎ
す
、
系
圖
に
於
て
は
明
か
忙
章
の
属
す
る
家
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
°
！

　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‰

　
　
　
　
　

『

　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　

ｇ

　

客
家
は
諮
墟
に
’
１
　
が
れ
る
誠
の
属
す
る
前
屯
０
章
氏
は
Ｊ
‘
こ
の
三
宗
０
　
中
で
、
季
０
弟

　
　
　
　

’

　
　
　
　

。

　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘
’

　
　
　
　

―

　

へ

　

1
ら
分
か
れ
た
鴻
０
だ
と
云
ふ
。
た
■
C
A
彼
の
家
之
多
分
父
の
湖
犀
道
墟
Ｕ
り
紹
興
府
城
に
徒
っ
た
と
Ｊ
ヱ
る
I
<
(
-
が
、
’
然
し
其
生
活
は

　

男
然
と
し
て
道
墟
の
宗
族
と
密
接
な
開
係
に
繋
が
れ
て
居
だ
。
故
把
彼
の
瑕
境
を
考
ふ
る
場
合
は
輩
に
家
庭
に
の
み
止
ま
る
こ
と
が

　

出
来
ぬ
と
考
へ
ら
る
χ
‘
。

　
　

。
道
墟
の
章
族
は
、
。
章
學
誠
心
・
生
存
時
厩
に
萬
家
あ
っ
た
と
云
ふ
。
姚
譜
は
萬
家
を
「
萬
傍
人
」
と
記
し
て
１
　
る
が
恐
ら
く
誤
で
あ

　

ら
う
・
そ
れ
ぽ
人
員
を
皐
へ
る
時
に
は
「
数
萬
人
」
と
ヽ
書
い
て
居
る
に
よ
っ
て
も
分
か
る
・
。
こ
の
群
は
凡
匙
十
里
四
方
の
地
域
に
生

　

息
し
、
地
方
の
宣
族
と
し
て
認
め
ら
れ
て
居
る
が
I
　
　
　
-
Ｈ
地
の
廣
さ
に
比
し
て
人
員
が
多
い
篤
め
、
専
ら
穀
物
の
栽
培
の
み
で
は
之

　

を
ま
ひ
難
き
に
よ
り
、
沙
洲
肥
は
木
綿
を
作
り
、
山
泉
を
以
て
酒
を
醸
し
、
そ
れ
ら
の
生
産
高
の
多
い
と
き
も
亦
地
方
に
ヽ
冠
た
る

　

者
が
あ
口
た
。
ヌ
道
墟
に
土
着
す
る
も
の
ｘ
外
に
、
或
君
官
吏
若
し
く
は
暮
職
と
な
っ
て
四
方
に
居
る
者
、
。
或
は
商
買
と
な
っ
て
畢

路
に
奔
走
す
る
者
ヽ
共
い
に
道
『
墟
０
　
。
章
族
と
し
て
互
に
助
付
合
ふ
開
係
に
な
口
て
居
た
。
。
伺
よ
り
族
人
結
合
の
中
心
目
標
は
宗
祠
に
あ

　

る
。
宗
祠
と
は
１
　
族
が
作
っ
た
廟
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ぼ
経
に
あ
。
ヽ
る
や
う
な
昭
穆
を
明
か
に
し
て
世
数
を
計
る
篤
め
で
も
た
く
、
排

　

廟
と
毀
廟
と
を
設
け
て
鳥
影
く
る
の
義
を
顕
は
す
如
き
封
４
　
的
な
意
味
も
な
く
・
、
・
全
く
軍
に
「
某
姓
家
廟
」
と
豚
す
ゐ
に
過
ぎ
町

　

且
か
ｘ
る
習
慣
は
何
の
代
に
起
ヴ
一
た
か
分
か
ら
ぬ
・
恐
ら
く
宋
元
以
後
で
あ
ら
う
。
而
も
大
宗
小
宗
族
長
房
長
に
よ
っ
て
秩
序
立
で

　

ら
れ
、
宗
祠
０
祭
祀
は
族
が
交
代
じ
て
之
を
管
ん
で
居
る
。
か
ｉ
る
宗
族
趾
會
は
決
し
て
學
者
や
思
想
家
の
譲
出
し
た
者
で
は
な

　

く
、
仝
く
自
然
に
良
生
し
た
者
で
あ
る
。
宋
の
大
儒
司
馬
光
や
朱
熹
が
経
典
に
よ
っ
て
家
廟
組
欧
を
案
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
ぱ
賓
行

-
５

四－あ



６

さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
宗
族
組
織
ぽ
自
薦
に
生
れ
、
其
構
成
分
子
た
る
各
俵
族
は
家
に
榊
堂
を
設
廿
て
、
古
－
い
’
家
廟
制
の
遺
意
を

　

’

錦
へ
て
居
る
。
而
し
て
廣
い
範
園
の
血
。
族
が
、
親
疏
に
開
係
な
く
團
隊
ど
組
織
し
、
自
然
に
統
制
を
作
ひ
‥
秩
序
を
定
め
て
居
る
の

は
、
天
に
属
す
る
仁
道
の
萎
露
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ち
う
。
之
は
章
學
誠
が
宗
族
に
對
し
て
発
面
的
に
肯
定
し
た
理
論
で
あ
し
る
。
唄
炎
一

武
が
曾
っ
て
廬
墓
の
制
を
古
に
非
す
と
知
り
乍
ら
征
習
慣
に
隨
っ
た
と
云
ふ
あ
の
悩
み
は
、
蛮
學
誠
に
あ
Ｉ
り
七
:
ｆ
ｌ
反
卦
に
自
然
狸
生

０
宗
族
主
義
は
。
力
し
ろ
尊
重
す
べ
し
と
さ
れ
て
居
る
。
灘
を
以
て
穎
と
比
較
し
Ｉ
て
論
評
す
る
學
者
の
中
に
は
往
々
顧
の
「
是
古
」
に

對
し
章
の
’
「
是
今
」
を
挙
げ
て
對
照
せ
し
め
る
。
こ
れ
は
常
識
的
な
言
頴
し
方
に
過
ぎ
ず
、
必
し
も
深
く
藩
す
る
要
は
あ
る
ｔ
い
。

猶
種
々
Ｊ
鮎
に
於
て
象
Ｊ
Ｏ
影
響
I
W
受
け
た
Ｉ
考
へ
ら
る
ｘ
章
炳
麟
は
、
か
ｉ
ｌ
る
宗
族
制
の
起
源
を
、
侵
漢
の
孤
別
を
明
瞭
に
し
て

　
　
　

Ｉ

以
ｗ
涜
族
の
血
の
純
潔
を
准
た
。
ん
と
す
る
要
求
か
ら
出
た
と
説
明
を
湘
ヘ
ー
て
居
る
が
、
之
は
章
學
誠
に
取
っ
こ

鐸
で
あ
ら
う
。

　

既
拡
宗
族
制
に
重
い
憲
味
を
つ
け
加
へ
た
章
學
誠
は
、
更
に
此
制
度
を
摘
充
せ
ん
と
欲
し
た
。
牽
氏
の
一
族
で
北
京
に
居
る
者
中

心
と
な
り
、
章
族
０
公
曾
を
作
っ
た
事
は
、
明
代
に
始
ま
っ
て
居
る
。
其
頃
京
師
に
居
た
９
　
族
は
物
力
豊
饒
で
、
春
秋
の
歳
祀
に

は
、
宗
廟
に
捧
ぐ
る
牲
も
幣
も
共
に
隆
盛
で
あ
っ
た
。
祭
畢
っ
て
酒
宴
に
移
る
。
其
折
は
長
幼
灘
半
悉
く
歓
を
盗
し
、
皆
一
日
の
祭

を
享
け
て
散
じ
た
。
其
事
は
今
に
至
る
を
長
老
ｐ
語
尚
草
と
な
’
つ
て
居
る
と
９
　
は
書
い
て
居
る
。
其
公
會
を
新
た
に
復
活
し
よ
う
と

敗
ふ
の
は
彼
の
意
志
で
あ
る
｀
。
此
公
會
は
宗
祠
シ
揉
を
殊
に
す
と
彼
は
云
ふ
。
‘
蓋
し
土
着
｀
に
非
ず
、
四
方
に
僑
寓
す
。
る
者
｀
相
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
ｙ

ク
て
交
友
の
騎
を
温
め
る
０
は
公
曾
の
目
的
で
あ
’
・
。
故
に
宗
１
　
は
天
鳥
の
仁
に
・
根
捺
ｔ
も
っ
に
反
し
、
公
會
は
人
合
め
義
に
依
っ

一
腿
す
る
と
云
ふ
。
理
論
。
の
即
郵
は
別
と
し
て
、
１
　
が
傭
族
の
茄
合
と
云
ム
２

白
で
あ
ゐ
。

６－~



７

　

既
。
に
宗
族
を
重
ん
す
る
９
　
に
取
り
で
は
、
其
生
活
は
牛
宗
族
の
中
に
存
し
た
で
あ
ら
う
。
隨
っ
て
章
族
の
歴
史
は
彼
の
思
想
に
大

き
な
影
響
を
持
づ
だ
と
考
・
へ
て
然
る
べ
き
で
あ
ら
う
　
０
「
叙
敷
川
八
１
　
序
」
に
云
ふ

　
　

ｙ

　

‐

　
　
　
　

”

吾
章
族
大
支
繁
、
。
人
才
輩
旺
。
ヽ
其
以
忠
孝
節
義
著
者
、
簡
策
詳
之
、
功
名
専
業
頴
者
、
金
石
著
之
、
上
昭
隻
零
下
光
１
　
。
喝
約

　

略
可
省
識
也
、

と
・
今
之
を
７
明
史
叉
ぱ
壇
乗
と
照
合
す
K
J
ど
･
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｊ
や
む
る
が
、
凄
は
章
族
に
傅
は
る
歴
史
匍
人
物
り
傅
絃
が
族
人
を
支
配
し
７

　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　

／

　

゛
１

　
　
　
　
　

’－

　
　
　

Ｌ

　
　

－

　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　

”

　
　

｀
―
－
－

居
た
事
明
か
で
あ
る
。
且
章
學
誠
の
属
す
る
前
宅
口
章
族
は
、
其
始
阻
以
来
優
れ
た
人
材
が
出
た
と
も
云
っ
て
居
る
。
章
族
の
繁
聚

　
　
　
　
　

４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　
　
　
　
　

ｓ
Ｉ

せ
る
ば
、
恐
ら
く
明
代
で
あ
＊
ｒ
>
>
ｒ
＼
　
。
明
末
に
章
格
庵
が
出
で
、
章
族
の
後
勁
と
搦
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
清
に
な
り
て
か
ら
章
族
中
特
に

目
立
っ
て
出
世
し
た
も
の
が
出
な
か
っ
た
ら
し
い
。
然
し
道
墟
ひ
章
族
に
は
猶
詩
文
を
以
て
互
に
庶
酬
す
る
と
云
ふ
風
雅
急
流
が
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　
　

ｘ
ｓ

え
な
か
９
た
。
然
る
に
章
學
誠
０
家
傅
に
よ
っ
て
察
す
る
に
、
－
彼
の
生
存
時
に
於
け
る
章
族
は
専
ち
勤
苦
力
行
の
生
活
を
以
て
族
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｇ

　

ｔ

　
　
　
　

’

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　

―

維
持
す
る
に
努
め
、
若
し
く
は
官
途
に
吻
４
も
幕
職
に
あ
る
も
一
様
に
其
職
に
清
麗
備
荒
政
人
の
如
く
描
寫
せ
ら
れ
て
居
る
。
こ
れ

ら
苔
く
雍
正
朝
ｕ
執
Ｇ
れ
た
厳
格
な
る
政
治
方
針
が
望
族
の
豊
か
た
生
活
を
許
さ
な
く
な
っ
た
結
果
で
は
あ
る
ま
い
・
鰍
。
彼
０
　
父
が

庶
城
の
知
懸
と
し
て
共
任
に
死
じ
、
家
に
灘
財
政
き
儡
め
郷
里
に
諮
る
こ
包
が
出
来
た
か
っ
た
。
然
ら
ば
章
學
誠
は
章
族
の
困
難
な

犀
。
亀
生
れ
た
と
考
へ
ｔ
差
支
互
い
・
會
々
彼
は
乾
隆
の
盛
時
に
於
て
進
士
丈
及
第
し
た
の
で
あ
・
る
か
ら
、
鴬
”
世
に
出
ｒ
ゝ
家
運
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　

４

　

１

　
　
　

ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　

／

　

ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　

い

　

Ｉ

　
　

’

　
　
　
　
　
　

ヽ

凧
茫
毎
回
す
べ
き
好
機
で
あ
る
と
考
へ
ら
応
ゝ
が
、
彼
は
自
己
の
性
質
官
途
に
適
せ
す
と
な
し
、
東
西
に
浪
走
し
。
叉
敢
て
時
の
風

潮
に
隨
っ
て
學
風
の
流
行
・
に
件
ふ
こ
と
も
せ
す
ノ
ー
途
に
共
性
質
に
適
し
た
道
を
撰
ん
だ
。
蓋
し
彼
は
其
性
聴
明
に
非
ず

’
所
謂
秀

　
　

ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

？

　
　
　
　
　

ｆ

才
型
と
は
異
る
・
却
っ
て
猫
介
’
に
し
て
共
志
に
隨
ひ
、
且
族
に
傅
は
る
。
誇
を
持
続
け
っ
Ｖ
経
世
好
む
所
を
追
求
し
た
人
で
あ
。
ら
う
。

　

康
煕
の
頃
、
道
墟
の
章
族
は
猶
詩
文
を
以
て
息
酬
す
る
風
雅
の
締
約
粂
存
し
て
居
た
そ
う
で
あ
る
’
が
、
そ
の
一
族
中
の
章
泰
占
の

-７



８

詩
論
は
興
味
を
ひ
く
。
彼
は
浙
西
・
浙
東
の
詩
風
を
論
じ
て
、
浙
西
の
・
詩
ば
情
寡
な
く
し
て
理
繁
、
浙
東
の
詩
は
情
、
理
に
勝
る
と

云
ふ
。
所
謂
蜻
と
は
道
徳
的
感
情
を
指
。
す
が
如
く
、
聡
明
な
浙
西
人
０
蹟
が
才
智
に
長
す
る
に
反
し
、
鈍
重
次
浙
東
人
は
道
徳
的
感

情
を
恥
ん
じ
た
の
で
あ
ら
う
　
０
是
は
詩
文
に
’
顧
は
る
ｘ
浙
西
・
浙
東
の
相
舅
で
■
＼
ｑ
J
i
？
が
ヽ
章
學
誠
に
至
り
學
問
の
上
に
於
ｔ
も
浙
東

を
浙
西
に
對
せ
し
め
た
。
彼
に
ょ
れ
ば
清
朝
一
代
の
學
問
の
源
を
開
い
た
者
と
し
て
顧
炎
武
を
推
す
こ
と
世
の
定
論
と
な
っ
て
居

る
・
然
れ
ど
も
是
は
浙
酉
の
學
の
立
場
に
於
て
考
へ
た
況
に
過
ぎ
ぬ
。
浙
束
に
は
黄
宗
義
か
ら
流
れ
出
て
居
る
】
派
の
學
統
の
あ
る

こ
と
を
世
人
は
知
ら
な
い
。
此
學
統
は
遠
く
米
子
に
遡
り
、
王
陽
明
劉
宗
周
を
経
て
黄
宗
義
に
至
り
、
下
は
萬
斯
大
、
萬
斯
同
よ

り
全
組
望
に
至
る
ま
で
絹
ゆ
る
こ
と
か
く
偉
は
っ
て
来
た
。
典
傅
統
の
長
く
遠
い
こ
と
は
浙
西
學
ｏ
比
で
は
な
い
と
。
章
炳
麟
は
こ

れ
に
基
色
恚
朝
一
代
ｏ
學
問
の
系
就
を
作
り
上
ぐ
る
に
至
っ
た
が
・
、
典
説
君
よ
く
章
學
誠
の
訣
勁
一
を
去
っ
て
居
る
。
乃
清
朝
ｏ
浙
西

　
　
　

一

學
の
系
統
ぽ
乾
隆
の
頃
・
か
ら
始
ま
る
。
南
部
安
徽
よ
り
起
っ
た
江
永
、
戴
震
の
流
と
、
南
部
江
蘇
か
ら
起
っ
た
恵
棟
の
流
と
が
相
合
。

　

８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

し
て
考
抹
學
を
な
し
た
。
別
に
明
末
０
際
か
ら
浙
東
學
の
基
礎
が
立
ち
、
其
特
徴
・
は
破
縫
を
況
き
歴
史
を
重
ん
七
、
章
學
誠
に
至
、
リ

て
其
詮
乞
瑞
張
し
た
ヽ
後
清
末
に
黄
以
周
出
で
、
維
を
究
め
て
遂
に
南
部
安
徽
の
學
と
交
硫
す
る
に
至
っ
た
と
云
ふ
。
典
章
學
誠
を

以
て
浙
束
學
を
披
充
し
た
者
と
諺
め
た
・
の
は
、
誠
に
章
炳
麟
は
學
誠
の
。
知
己
と
搦
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
尤
も
章
炳
麟
は
深
く
學
誠
Ｏ

影
響
を
受
け
乍
ら
ヽ
典
到
達
し
た
所
は
全
く
１
　
る
も
の
牡
あ
る
・
彼
心
虚
無
主
義
者
右
し
ｔ
知
ら
る
ｘ
・
然
し
ぼ
治
や
趾
９
　
の
あ
ら
・

ゆ
る
制
度
を
否
定
し
っ
ｘ
も
Ｉ
、
猶
家
族
を
以
て
決
し
て
分
か
つ
可
か
ら
ざ
る
輩
位
と
す
る
。
こ
の
ｍ
浙
東
學
の
匂
が
強
い
や
う
な
感
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

じ
が
す
る
。
而
し
て
・
彼
の
弟
子
支
偉
成
の
「
清
代
撲
學
大
師
列
傅
」
に
よ
れ
ば
、
黄
宗
義
よ
・
り
章
學
誠
に
流
る
ｘ
學
涙
を
史
學
涙
と

榊
し
て
、
浙
西
０
経
學
派
と
對
立
せ
し
め
た
。
支
偉
成
は
典
師
の
指
示
に
よ
っ
て
書
い
た
と
去
ふ
か
ら
、
章
炳
麟
は
浙
東
學
の
特
徴

を
史
學
に
於
て
見
出
し
た
の
で
。
恚
ら
う
。
然
ら
ば
浙
東
涙
が
史
學
派
だ
と
云
ふ
印
を
押
さ
れ
た
の
は
、
章
炳
麟
に
始
ま
る
と
見
て
差



９

支
あ
る
ま
い
。

、
４
學
誠
は
既
に
浙
東
墾
豪
の
學
を
槍
乱
し
ヽ
之
に
由
宇
共
史
學
を
大
成
ｉ
)
Ｊ
≪
た
・
然
に
こ
答
１
　
凱
す
る
所
は
文
史
？

る
・
ぞ
れ
故
に
軋
適
は
彼
の
學
を
支
史
象
迩

に
も
述
ぶ
る
が
如
く
、
彼
は
文
章
を
１
　
ん
挙
る
。
且
其
文
章
は
傑
廷
采
に
影
響
せ
ち
る
～
所
最
多
い
。
姚
名
建
は
章
の
學
を
究
め
４
　

が
篤
め
に
、
併
せ
で
郡
廷
采
の
年
譜
を
作
っ
た
の
は
、
―
正
し
い
理
解
の
仕
方
で
あ
る
と
思
ふ
。
廷
采
は
、
。
章
の
心
。
友
郡
晋
涵
の
従
父
・

で
、
蕭
山
の
互
族
と
し
て
推
さ
れ
、
道
墟
の
章
氏
と
も
世
交
が
あ
る
。
章
は
彼
の
太
ぺ
早
を
表
し
て
五
百
年
来
見
る
こ
と
準
急
ｊ
と
云

っ
て
居
焉
然
る
に
章
β
親
し
く
古
文
の
義
強
を
授
っ
た
ど
云
ふ
づ
朱
笥
は
ヽ
廷
采
ｏ
碑
ま
を
書
い
て
廷
采
。
歿
し
で
ょ
り
紹
興
ｏ
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丿
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　

一

　
　

一

法
と
史
學
絶
ゆ
ど
云
ふ
ｏ
み
で
其
文
章
に
就
て
は
何
も
云
っ
て
居
な
い
。
然
ら
ば
其
義
法
を
傅
探
巷
れ
た
章
學
誠
憾
却
っ
て
廷
采
ｏ

文
章
を
賞
揚
し
』
て
止
を
ぬ
の
ぽ
頗
る
解
し
難
い
。
ヽ
蓋
し
學
誠
。
は
、
文
章
の
方
法
部
技
巧
を
朱
笥
よ
り
得
た
で
あ
ら
う
が
バ
其
精
紳
肥

至
づ
て
は
ヽ
俸
廷
『
末
に
深
く
診
響
き
れ
た
ｏ
で
あ
ｙ
ら
う
。
廷
采
に
よ
れ
ば
、
文
章
に
し
て
世
道
に
開
せ
ざ
る
を
の
は
作
ら
ざ
る
も

可
ヽ
若
し
世
道
に
開
す
る
者
な
ら
ば
作
ら
ざ
る
可
か
ら
す
。
女
采
未
だ
・
極
め
ざ
る
も
作
る
を
妨
げ
す
と
云
ふ
。
其
作
る
所
は
、
師
友

父
咀
ｏ
淵
源
で
あ
り
、
特
に
浙
東
陽
明
學
の
純
粋
た
る
系
統
を
樹
立
す
る
に
最
も
力
を
注
い
で
あ
る
。
是
に
於
て
所
謂
浙
東
の
師
法

咳
之
を
受
け
っ
ぐ
弟
子
ｏ
行
動
と
併
せ
て
虹
學
に
・
於
で
顕
揚
せ
ら
総
之
ド
・
麦
現
す
る
認
め
心
其
資
質
に
即
レ
、
必
し
も
支
飾
‘
ぢ

加
へ
ざ
る
筆
致
を
以
て
す
。
茲
に
學
と
文
’
と
史
と
の
一
致
が
把
握
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
章
學
諏
の
。
「
文
史
通
義
」
の
文
史
と
云
ふ

は
、
此
意
味
に
於
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
’
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
。

　

以
上
の
叙
述
に
よ
り
、
章
の
認
人
、
環
境
、
。
生
活
、
八
郷
里
先
輩
０
影
響
等
を
大
観
に
於
て
知
り
得
る
で
為
ら
う
。
進
ん
で
麗
の
學

に
就
て
語
ら
ん
と
思
ふ
。

-－’9.



jθ

二
。
共

學

　

章
學
誠
は
少
年
時
か
ら
艇
史
が
好
き
で
あ
っ
た
。
叉
自
ら
史
學
に
於
て
天
授
あ
力
と
自
信
を
も
っ
て
居
る
。
然
し
彼
を
不
朽
な
ら

し
め
た
者
は
閻
よ
り
「
文
史
通
議
」
で
あ
る
。
此
書
物
は
、
Ｆ
れ
を
精
密
に
共
各
篇
の
著
作
を
年
代
順
に
考
察
す
る
こ
と
は
む
づ
か

し
い
ど
云
七
た
ｙ
脱
応
文
史
を
以
で
名
と
す
る
か
ら
≫
彼
が
文
に
對
す
る
考
へ
方
を
ご
撫
究
め
る
必
要
が
あ
る
？
彼
は
少
年
時
父

１
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

の
下
に
あ
っ
七
、
‐
敲
格
に
四
書
を
學
ぶ
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
其
際
恐
ら
く
仕
官
を
以
て
身
を
た
て
さ
せ
る
篤
め
に
、
制
義
の
文
を

　
　
　
　

～

　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ

作
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
な
賢

　

の
時
代
制
義
が
盛
ん
に
行
は
れ
た
ご
牌
一
朝
に
た
っ
て
明
史
の
編
纂
が
企
て
ら
れ
た
時
、
特
に
『
詞
科
を
挙
げ
て
學
問
文
章
の
士
を
と
っ

　

た
が
、
そ
れ
が
ご
恚
片
付
き
、
雍
正
初
年
か
ら
乾
隆
十
年
位
ま
で
は
、
學
士
は
四
書
の
文
義
を
衿
っ
た
。
恰
も
彼
は
十
五
六
の
時
、
。

　

老
生
宿
儒
は
四
書
０
文
義
を
尊
ん
で
、
通
鎧
脈
古
の
學
を
雑
學
と
排
し
、
詩
古
文
附
は
之
を
雑
作
と
稀
し
、
四
書
０
文
に
巧
な
者
を

　

以
て
通
と
し
て
居
た
と
。
。
こ
れ
彼
び
経
験
に
よ
る
所
で
あ
る
か
ら
、
掻
は
老
儒
か
ら
蔽
格
に
制
義
の
文
を
課
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
と

　

想
像
せ
ら
る
Ｘ
。
共
後
朱
婚
か
ら
古
文
辞
の
法
を
授
っ
た
。
彼
は
朱
箔
を
欧
陽
修
以
来
の
文
章
家
と
推
賞
し
て
居
る
か
ら
、
恐
ら
く

　

文
９
　
０
技
巧
に
於
て
、
相
富
０
感
化
を
蒙
っ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
然
し
た
し
か
段
玉
裁
が
愕
晋
涵
に
呉
へ
た
冊
紙
の
中
で
あ
っ
た
と

　

思
ふ
が
、
‐
段
は
章
０
言
説
に
は
同
意
を
表
し
た
が
、
’
章
０
文
章
に
は
制
義
０
臭
味
が
あ
。
る
と
評
し
た
と
云
ふ
。
こ
の
批
評
は
常
時
の

　

學
者
０
間
に
遍
ね
く
行
は
れ
た
と
見
え
、
・
９
　
は
之
に
對
し
て
熱
心
に
辨
明
を
試
み
て
居
る
。
之
を
虚
心
に
讃
め
ば
、
章
０
辨
明
は
彊

　

肩
に
過
ぎ
な
い
と
考
へ
ら
る
と

　

身
は
古
文
鄭
を
ぷ
で
自
ら
命
じ
ズ
居
る
。
。
そ
０
古
文
僻
の
中
忙
制
展
の
匂
が
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
、
、
文
章
の
苔
術
か
ら
し
マ
心
非
灘

iio --



n

に
過
ｒ
愧
た
と
へ
・
そ
ん
な
訣
黙
が
あ
っ
て
Å
そ
れ
は
・
自
ら
文
學
的
見
地
、
章
の
言
を
籍
ゆ
て
言
へ
ヽ
ぱ
掛
章
學
者
の
。
見
方
で
あ
る
。
。

尤
も
段
玉
裁
の
や
う
な
考
訂
學
者
（
章
の
言
）
ｏ
見
解
は
叉
自
ら
別
に
存
す
る
も
の
あ
る
か
な
知
れ
・
ぬ
。
萱
じ
段
玉
裁
は
巨
大
l
ｙ
ｋ
?
考

　
　

｀
゜

　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　

！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｔ

　
　
　
　

一

　

÷

訂
家
で
あ
Ｉ
る
と
同
時
に
’
、
そ
の
文
章
も
知
的
把
凝
集
さ
れ
た
簡
潔
な
名
文
で
あ
る
と
恵
・
ふ
。
さ
う
云
ふ
人

‘ の
貝
か
ら
は
、
多
分
に
制

義
的
な
Ｉ
色
彩
を
帯
ん
。
だ
章
の
文
章
に
懐
ら
な
か
っ
。
た
と
考
へ
ら
る
ｔ
然
し
技
巧
上
の
非
難
は
営
然
受
べ
べ
し
と
し
て
戈
そ
れ
が

篤
め
に
彼
の
文
章
０
特
徴
を
見
逃
・
が
し
ｔ
は
な
ら
ぬ
。
・
章
は
自
ら
能
文
に
非
ず
と
云
り
て
居
る
。
又
郡
晋
涵
は
彼
の
文
章
が
率
易

で
、
こ
の
率
易
０
鮎
を
自
然
だ
と
見
『
傲
し
て
居
る
と
云
っ
て
居
る
。
９
　
は
こ
の
批
評
に
對
し
自
ら
反
省
し
た
結
果
郡
晋
領
に
は
誤
解

せ
る
鮎
が
あ
る
と
言
っ
て
居
る
が
こ
胡
迪
・
も
認
む
る
如
く
、
彼
の
文
章
は
矢
張
寮
易
を
特
徴
そ
し
て
居
る
と
｀
定
め
て
宜
し
い
。
で
あ
ら

う
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ

　

″

　
　

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

彼
の
子
供
０
胎
選
の
ヽ
語
る
所
に
よ
れ
ば
、
杢
阻
。
望
ほ
か
っ
て
郡
廷
采
の
文
章
を
罵
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
章
學
誠
は
却
っ
‘
て
全
氏
の

文
を
以
て
修
癖
飾
旬
、
蕪
累
甚
し
と
廻
し
、
ノ
廷
采
の
文
は
辞
潔
に
し
て
気
清
と
許
し
た
。
又
仝
氏
は
乏
濫
謳
膝
で
あ
’
る
‘
に
對
し
、
。
廷

采
は
雄
健
謹
鼓
で
あ
る
と
も
云
ふ
。
こ
の
廷
采
は
殊
に
陽
明
の
學
況
を
表
章
し
、
叉
明
朝
の
遺
聞
軟
事
を
修
め
て
一
家
の
言
を
な
し

て
居
る
・
そ
れ
は
學
と
行
と
を
密
接
に
開
聯
せ
し
め
て
、
そ
『
の
間
に
於
て
自
然
世
運
の
僥
遷
気
ｔ
知
ら
し
＆
る
と
云
ふ
構
成
で
あ
っ
、

｀
て
、
、
非
常
に
よ
く
出
来
苫
居
る
-
Ｕ
Ｅ
r
J
　
ふ
。
或
は
仝
咀
望
０
「
宋
元
學
案
」
よ
り
｡
■
＞
０
優
ｅ
た
歴
史
で
・
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
・
章
學
誠
ａ
、

　

「
湖
北
通
志
稿
」
に
あ
る
｀
「
復
秋
名
士
傅
」
「
明
季
寇
難
傅
」
の
。
類
は
、
－
”
如
何
に
も
廷
采
の
そ
れ
と
似
た
勤
が
あ
る
。
た
ｙ
廷
采
む

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ
ｉ

　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　

！

文
０
雄
健
謹
脹
な
る
に
比
較
す
る
と
、
章
塵
歳
び
そ
れ
は
、
率
易
ぼ
然
０
鮎
が
多
い
で
あ
ら
う
・
そ
し
て
彼
自
ら
ほ
文
を
作
る
時
の

心
構
へ
と
し
て
箕
ど
清
と
。
を
畢
‐
げ
て
居
る
。
具
と
は
文
そ
の
も
の
ｘ
エ
を
求
む
』
る
の
で
な
く
し
て
文
を
作
る
宗
旨
を
求
め
ノ
清
と
は

文
の
気
殷
ｋ
純
粋
だ
ら
し
吟
‐
爽
囃
物
を
入
れ
ぬ
こ
と
で
参
・
と
決
ふ
。
必
億
。
事
物
の
貧
。
の
意
味
を
把
・
握
し
而
し
て
そ
れ
忙
印
廊
す



ば

る
や
５
　
に
文
を
整
へ
る
と
i
K
ふ
こ
と
で
あ
る
・
ル
ハ
心
梅
へ
に
よ
っ
て
文
を
作
る
際
は
特
に
敬
を
主
と
し
て
気
を
し
て
猿
股
し
な
け
拓

ぱ
な
ら
ぬ
と
云
ふ
。
こ
れ
を
文
徳
と
名
づ
け
、
「
通
義
」
の
「
文
徳
」
篇
に
於
て
、
こ
れ
は
先
人
の
云
は
な
か
っ
た
所
だ
と
宋
ふ
。
蓋

し
厦
と
清
と
を
期
す
る
彼
に
あ
り
て
は
、
特
に
文
を
作
る
際
に
敬
を
主
と
す
べ
’
き
こ
と
を
畷
融
し
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
結
果
事
を

叙
す
る
際
、
次
第
に
事
が
あ
っ
て
筆
が
自
然
に
そ
の
事
に
隨
ふ
や
う
に
な
っ
た
と
自
信
を
以
て
語
っ
て
居
る
。
か
や
う
に
彼
の
自
ら

言
ふ
肌
か
ら
諭
納
す
る
と
ヽ
彼
は
皺
章
家
の
文
を
文
ｏ
１
　
準
と
し
て
居
る
ｏ
で
は
な
べ
彼
の
學
問
を
最
も
よ
く
順
は
す
文
を
求
め

た
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
こ
で
一
歩
進
ん
で
學
と
文
と
の
開
係
に
就
て
０
彼
の
考
へ
方
を
究
め
て
ｙ
見
た
い
と
思
ふ
。

　

學
と
は
何
ん
で
あ
る
か
。
彼
は
一
代
の
風
恂
を
作
っ
た
學
問
左
二
つ
に
分
解
七
て
居
る
。
即
考
訂
ご

三
つ
の
學
問
の
分
野
は
、
こ
れ
を
箇
人
に
就
て
考
ふ
れ
ば
、
そ
れ
ん
ｙ
才
、
學
、
識
に
富
る
。
此
才
、
學
、
識
は
、
幼
年
時
代
に
於

て
具
有
す
る
記
性
、
作
性
、
悟
性
。
に
基
い
て
居
る
。
記
性
は
學
に
あ
た
り
、
之
を
延
せ
ば
考
訂
０
學
と
な
る
。
作
性
は
才
に
常
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ

　
　

Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

之
。
ぞ
延
せ
ば
肩
章
０
學
と
な
る
。
悟
性
は
識
に
常
り
、
之
を
４
　
せ
ば
義
理
０
學
と
な
る
。
故
に
人
は
幼
童
に
於
て
朕
に
學
に
呉
か
る

べ
き
資
質
を
具
へ
て
居
Ｋ
？
の
で
あ
る
ｙ
然
し
乍
ら
か
ｙ
る
知
的
分
析
を
へ
て
組
立
て
ら
れ
た
學
問
は
、
章
學
誠
を
し
て
言
は
し
む
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　

ｓ

ば
、
賓
は
串
問
に
非
す
し
て
功
力
に
過
ぎ
ぬ
。
こ
の
勘
を
明
か
に
し
。
て
居
る
の
は
「
通
義
」
の
「
博
約
」
篇
で
あ
ら
う
。
其
要
旨
は
、

貧
く
學
ぶ
と
云
ふ
こ
と
は
、
鐙
記
の
云
ふ
如
き
王
者
の
質
問
に
答
へ
る
篤
め
で
は
決
し
て
た
い
。
博
學
の
鮎
に
於
て
最
も
優
れ
た
の

は
宋
ｐ
王
脂
麟
で
あ
ら
う
。
彼
は
龍
傅
子
史
、
名
物
制
数
に
於
て
よ
バ
綜
合
的
な
研
究
を
な
し
て
居
る
。
然
し
そ
れ
は
飽
迄
も
知
識

を
求
む
る
努
力
で
あ
っ
て
、
‐
學
其
者
で
は
な
い
。
。
畢
竟
智
識
０
追
求
０
み
を
以
て
し
て
は
侃
の
學
間
が
得
ら
れ
な
い
。
然
ら
ば
學
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　

〆

　

ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　

｀

は
何
ん
で
あ
る
か
。
學
に
は
天
性
が
あ
る
。
散
々
ぼ
讃
書
獣
古
０
中
に
於
て
、
最
初
に
、
理
解
や
ら
れ
、
而
一
そ
れ
は
終
身
健
ら
た
い

も
０
が
あ
る
。
又

　

。
に
は
至
情
が
あ
る
。
我
々
は
讃
１
　
獣
古
の
中
、
欣
然
心
に
會
し
、
自
然
に
歌
ひ
或
憾
泣
く
も
０
が
あ
る
。
こ
の
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性
と
情
と
が
學
間
を
決
定
す
る
根
冰
で
あ
る
が
ヽ
ぼ
も
常
に
功
力
を
以
て
之
を
充
責
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
。
こ
ゝ
に
・
ば
性
柵
と
。

　
　
　

併
す
Ｉ
て
功
力
。
が
虎
か
れ
て
居
る
呵
然
レ
此
功
力
は
性
情
と
對
立
す
る
開
係
に
’
於
て
解
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

、

　
　

ノ
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

し

　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　

部
博
く
學
ぶ
間
に
於
て
止
む
を
町
ざ
る
要
求
が
動
を
そ
れ
陰
自
ら
事
物
に
含
ま
’
・
ｘ
１
　
ヽ
芦
「
所
以
名
」
い
を
膿
認
せ
し
’
め
る
の
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　

ｓ

　
　
　

あ
る
・
故
に
肌
を
錫
す
の
方
法
は
、
博
寛
を
以
て
趨
向
の
入
る
所
。
を
験
し
、
』
曽
試
を
以
て
心
の
安
ん
す
る
所
京
を
め
、
旁
通
を
以
て

　
　
　

共
包
括
す
べ
き
範
ｍ
を
攬
力
べ
き
で
あ
る
と
云
ふ
。
か
く
の
短
く
額
し
て
初
め
て
人
生
藍

‘ 功
が
あ
る
。
蓋
し
人
生
と
白
己
丿
身
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
｀

　
　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　
　

は
一
に
し
て
二
ｔ
ぱ
な
い
。
未
だ
之
を
心
に
會
得
せ
十
し
て
人
生
の
篤
め
と
た
る
も
の
は
な
い
と
云
ふ
、
。
そ
れ
故
に
章
學
誠
。
の
云
ふ

　
　
　

學
と
は
、
必
ず
心
に
生
き
、
行
を
生
｀
が
し
、
。
併
噺
て
人
生
を
生
か
す
も
の
で
あ
っ
て
ヽ
。
云
は
ゞ
支
那
の
傅
統
的
精
紳
を
９
　
揮
せ
ん
と
。

　
　
　

欲
す
る
４
０
　
で
あ
る
と
思
ふ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　

章
ぽ
か
バ
る
ｔ
場
か
ら
し
て
知
識
を
以
ｔ
組
立
ｗ
ら
^
０
考
訂
ヽ
餅
章
ヽ
’
義
理
の
學
は
ヽ
結
局
學
と
支
と
の
二
つ
に
要
約
ぞ
ら
る

　
　
　

I
＜
Ａ
｝
云
っ
て
居
る
・
卸
學
■
Ｈ
博
覧
咄
閲
歴
卸
値
敲
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
る
。
言
ひ
換
れ
ば
事
物
の
然
る
。
膏
以
、
膝
唖
を
知
る
１
０
文
は

　
　
　

こ
れ
を
匯
明
し
て
世
用
を
期
す
・
’
る
。
・
。
言
ぴ
換
れ
ば
営
に
然
る
を
篤
す
。
或
は
學
と
は
値
験
を
以
。
て
す
る
研
究
で
あ
り
、
文
・
は
之
を
外

　
　
　

に
著
は
す
賓
行
で
。
あ
る
と
も
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
５
　
。
「
通
義
」
の
「
質
性
」
篇
に
於
て
は
支
那
の
二
大
・
文
學
者
荘
周
と
屈
原
と
を
標
出

　
　
　

し
ヤ
其
不
朽
の
名
著
は
結
局
至
純
の
性
特
に
根
ざ
す
學
の
修
養
に
よ
る
こ
と
を
認
め
て
居
る
。
章
廷
楓
政
之
を
以
‐
て
文
性
を
論
に
た

　
　
　

も
の
と
し
ぶ
静
文
特
と
文
心
と
か
諭
じ
て
未
だ
支
性
に
及
ぶ
ｔ
・
０
が
な
か
っ
た
と
し
て
此
篇
を
高
く
評
價
し
て
居
る
。
。
而
し
て
章

　
　
　

は
屈
原
や
荘
周
の
決
し
て
中
行
の
人
で
は
た
く
。
孔
子
や
孟
子
の
所
謂
狂
猫
者
流
で
あ
る
。
こ
の
狂
猫
者
流
こ
そ
却
っ
て
中
行
の
君

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

　
　

ｋ

　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　

｀

　
　
　
　

Ｓ

　
　
　

子
を
認
知
す
る
基
と
な
る
０
で
あ
っ
て
、
中
行
と
云
ふ
漑
念
に
と
ら
は
れ
て
行
動
す
る
も
０
ぱ
孔
孟
の
所
謂
郷
悳
に
過
が
な
い
と
云

ｊ
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｄ

。
Ｊ

　

ぶ
・
然
ら
ぱ
中
行
０
君
子
は
’
何
作
よ
っ
て
認
め
る
か
″
こ
れ
は
庸
然
六
蓼
の
文
に
よ
っ
て
直
攘
認
む
^
<
？
と
云
ふ
こ
と
収
な
ら
う
が
ヽ

３二-



４

　

’
併
し
そ
れ
に
固
執
し
て
は
な
ら
ぬ
。
事
物
は
鮑
化
す
＆
・
こ
の
便
化
に
對
し
、
六
盛
は
何
も
規
範
を
興
へ
て
居
た
い
。
併
し
六
私
０
。

　
　

精
４
　
は
常
に
生
芦
て
居
る
。
蓋
し
章
の
多
へ
方
は
事
物
の
‘
貌
を
究
め
る
の
で
た
く
、
そ
の
意
味
を
捜
り
、
之
を
生
か
し
。
て
文
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ａ

　

ｙ

　

―

　
　
　
　
　
　
　

％

　
　

撰
述
せ
ん
と
す
る
。
故
に
學
と
文
と
は
分
か
つ
可
ら
ざ
る
開
係
を
も
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

章
自
ら
史
學
に
於
て
天
授
が
あ
る
と
自
信
し
て
居
る
。
故
に
彼
０
力
を
注
い
だ
鮎
は
竃
に
史
學
の
建
設
で
あ
る
。
「
通
義
」
の
「
史

　
　

徳
」
叉
轜
。
「
公
言
」
篇
と
其
他
の
文
章
を
綜
合
し
て
考
へ
。
る
と
、
彼
は
き
き
に
學
問
の
三
つ
の
型
と
し
て
。
學
げ
た
考
訂
、
餅
章
、
義

　
　

理
に
對
し
Ｉ

　
　

に
劉
知
幾
が
述
べ
て
居
る
所
で
あ
る
。
然
し
・
劉
は
史
ｏ
形
式
を
重
覗
す
る
。
故
に
そ
の
才
雁
識
も
、
輦
に
歴
史
ｏ
著
述
に
富
り
、
事
’

　
　

賓
の
撰
揮
を
な
す
に
必
要
な
條
件
で
あ
る
と
云
ふ
に
過
ぎ
ぬ
。
章
は
形
式
よ
り
史
の
意
味
を
重
ん
す
る
。
－
そ
れ
に
は
心
術
を
正
す
こ

　
　

と
が
最
重
要
で
あ
る
。
心
術
を
正
す
と
は
、
彼
０
言
葉
に
隨
へ
ば
天
と
人
と
の
際
を
惧
重
に
辨
別
す
ご
こ
と
Ｉ
政
る
。
印
共
天
を
轟

　
　

し
て
谷
す
に
人
を
以
て
せ
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
は
事
を
の
せ
る
。
事
は
必
ず
文
に
よ
っ
て
表
現
せ
ら
る
ｘ
。
然
る
に
人
事
は
複

　
　

難
で
あ
り
、
至
純
な
る
性
情
を
以
て
思
辨
す
る
に
。
非
ざ
れ
ば
、
其
賀
賓
を
得
難
い
。
且
理
義
０
正
し
き
に
就
か
が
れ
ば
、
醍
し
て
文
｀

　
　

を
篤
す
こ
と
は
出
来
ぬ
。
史
０
標
準
は
固
よ
り
孔
子
の
春
秋
に
あ
る
。
春
秋
は
義
を
立
て
た
。
こ
れ
を
事
に
よ
っ
で
隠
微
な
情
を
も

　
　

表
現
し
た
の
は
友
傅
で
あ
る
。
春
秋
・
は
左
傅
と
相
ま
っ
て
茲
に
史
學
の
標
準
が
定
。
ま
っ
た
。
其
意
を
と
り
て
之
を
生
か
さ
ね
ば
な
ら

　
　

ぬ
・
ご
れ
賓
に
天
を
誰
し
て
堵
す
に
人
を
以
て
せ
な
い
蔽
格
な
る
史
學
で
・
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
故
に
軋
史
の
文
章
は
天
下
の
公
言
と
｀

　
　

な
る
の
で
あ
っ
て
決
し
て
一
人
。
の
私
言
で
は
た
い
。
言
ひ
換
れ
ば
主
観
で
な
く
し
て
客
観
で
あ
る
。
例
を
以
て
言
ふ
と
、
顧
炎
武
は
ｙ

　
　

か
つ
て
詩
文
が
時
代
に
よ
っ
て
便
化
す
ろ
こ
と
を
認
識
し
’
、
こ
れ
を
説
明
し
て
、
し
一
代
の
文
、
沿
襲
已
忙
久
し
く
、
人
‥
々
此
言
葉
を
’

　
　

用
ゐ
、
此
説
を
云
ふ
を
許
さ
万
り
や
う
に
な
っ
た
か
ら
、
そ
こ
に
便
化
か
生
す
る
の
だ
と
説
明
し
て
居
る
・
然
し
こ
れ
は
輩
な
る
牢
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籾

観
的
解
拝
に
過
ぎ
な
い
。
ぞ
れ
よ
り
も
言
語
文
煮
は
自
然
に
９
　
化
す
る
。
こ
れ
は
天
で
あ
っ
て
。
決
し
て
人
意
に
よ
る
０
　
で
。
は
。
な
、
い
’

　
　
　

／
－

　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

こ
れ
章
の
事
物
を
考
へ
る
方
法
で
あ
っ
て
、
ヽ
蓋
し
。
一
代
の
文
學
は
、
今
ヱ
叉
學
そ
０
者
を
直
接
に
理
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

部
自
然
の
理
法
を
顧
現
し
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。

”
大
健
章
の
考
へ
方
の
要
旨
は
以
上
で
分
か
る
・
と
思
ふ
　
０
然
る
に
彼
０
生
存
時
代
に
於
て
｀
は
、
戴
震
を
代
表
と
す
る
考
攘
學
の
全
盛

期
で
あ
っ
て
、
。
一
方
之
耳
對
し
袁
枚
め
辞
章
學
も
亦
一
時
。
に
流
行
し
て
居
る
。
章
の
。
見
喝
所
で
は
、
袁
枚
は
常
時
薇
書
祀
會
を
風
扉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　

１
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

’
し
て
居
た
考
抹
學
に
對
し
自
ら
の
文
學
的
立
場
を
樹
立
せ
ん
か
篤
め
w
彼
の
標
榜
す
る
古
文
を
以
て
形
而
上
・
の
道
と
な
し
、
考
嫁

を
以
て
形
而
下
の
器
と
な
し
た
。
そ
れ
は
考
鋒
學
と
は
畢
竟
火
の
や
う
な
も
の
で
や
っ
て
、
物
に
つ
い
て
初
め
て
表
は
れ
る
。
然
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

χ

に
古
文
は
水
０
如
く
で
あ
づ
て
、
性
鑑
の
泉
ｔ
ｔ
豚
き
出
し
ヽ
混
々
と
し
て
江
海
に
流
入
ヤ
る
・

‘
こ
の
立
場
か
ら
し
て
六
経
の
文
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

％

　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

で
ぢ
批
判
し
、
そ
０
中
に
含
ま
る
ｘ
破
０
書
物
帥
三
喧
の
如
き
。
又
ゆ
伺
書
の
中
に
あ
名
尭
典
。
洪
範
な
ど
の
如
き
全
く
無
價
値
で

あ
っ
て
棄
て
去
っ
て
刄
よ
く
、
又
詩
経
に
於
て
も
多
分
叫
儀
式
昨
な
雅
頌
を
と
り
’
去
り
國
風
丈
を
存
。
す
ぺ
し
と
云
ふ
に
至
る
ま
じ
い

言
説
を
、
恣
ま
に
し
て
居
る
。
か
ｉ
る
考
へ
方
は
賓
に
人
心
を
惑
は
す
風
狂
人
の
嘩
語
に
過
ぎ
ぬ
。
‐
元
来
考
葺
と
古
文
と
を
對
立
す
し

　
　

Ｉ
ノ

　
　

Ｘ

　
　
　
　
　

し

　
　
　
　

‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ

　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

め
て
學
問
が
分
野
を
苧
ふ
と
云
ふ
こ
と
が
ど
れ
既
に
間
違
ひ
で
あ
っ
て
、
學
に
本
・
い
て
文
が
。
あ
ｉ
、
而
も
學
と
文
と
は
共
に
道
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ

　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　

参

か
に
す
る
器
に
過
ぎ
ぬ
・
雀
し
道
は
學
や
文
に
よ
っ
ｔ
自
然
に
顧
は
る
I
"
f
＾
.
Ｑ
ｐ
ｉ

　
　
　

／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　
　
　
　

／
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

　
　
　
　
　
　

！
Ｉ

不
可
能
で
あ
る
。
こ
Ｑ
道
の
一
端
を
頴
は
ず
學
と
文
と
は
、
天
に
、
屡
す
る
至
純
な
性
情
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
’
そ
れ
故
に
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

f

＊

心
を
惑
は
し
。
、
風
教
を
害
す
る
如
き
浮
薄
‘
に
し
て
賓
質
な
き
文
學
ぱ
、
そ
れ
は
決
し
て
文
學
で
な
い
と
云
ふ
。
か
や
う
に
袁
枚
の
説

に
痛
罵
七
浴
す
て
居
ｊ
が
、
考
條
學
の
中
心
人
物
た
る
戴
震
に
對
し
て
は
相
貧
高
い
評
價
を
な
し
て
居
る
。
彼
は
名
物
度
数
に
開
す

る
研
究
に
於
て
最
精
微
を
極
め
、
其
方
法
を
聯
し
て
原
性
、
で
原
善
の
諸
篇
を
作
り
、
所
謂
義
理
學
の
方
面
に
於
て
も
先
人
未
震
の
境

χ

　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
り

　
　
　
　

‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
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地
を
開
拓
し
て
居
る
。
こ
れ
共
志
道
を
明
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
に
あ
る
。
然
る
に
戴
學
の
徒
は
こ
の
賀
意
を
解
せ
寸
、
考
嫁
を
以
て

尤
も
價
値
あ
り
と
認
め
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
戴
震
は
か
つ
て
宋
儒
の
資
践
躬
行
を
嘲
笑
し
た
。
こ
れ
は
宋
儒
の
云
ふ
皆
践
躬
行
と

は
、
鐸
老
に
近
い
の
を
悪
ん
だ
も
の
で
、
決
し
て
非
難
す
べ
き
で
社
な
い
が
、
其
言
語
學
的
な
方
法
か
ら
し
て
古
代
を
究
め
、
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｔ

　
　
　
　
　
　

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ

　
　
　
　
　
　
　

゜

に
道
を
求
め
よ
う
と
す
る
事
が
間
違
っ
て
居
る
。
言
語
は
愛
化
す
る
。
其
便
化
に
よ
っ
て
時
と
世
界
の
愛
易
が
分
か
る
。
そ
れ
だ
と

云
っ
て
古
人
の
使
用
し
た
文
字
の
み
が
道
を
顧
は
す
と
考
へ
る
の
は
、
こ
れ
道
を
知
ら
ざ
る
者
で
あ
る
と
。
畢
竟
戴
は
道
を
古
に
求

め
る
に
對
し
、
章
は
道
は
器
に
つ
い
て
古
今
を
貫
流
し
て
硬
現
す
る
と
考
へ
だ
の
で
。
あ
。
る
。

　

か
や
う
‘
に
章
０
根
本
的
な
考
へ
方
は
、
恐
ら
く
戴
震
０
説
に
よ
っ
て
、
更
に
硬
展
す
る
に
到
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
ふ
。
そ
し
て

章
自
身
の
史
學
の
立
場
を
次
第
に
明
晰
に
明
明
す
る
に
至
っ
た
　
０
こ
れ
印
章
の
史
學
で
あ
る
。

　
　
　

・
。

　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

「
通
義
」
に
四
教
篇
が
あ
り
、
易
教
１
　
教
詩
教
組
教
を
云
ふ
。
具
中
で
１
　
獣
は
最
代
表
的
な
著
述
で
、
常
時
の
讃
書
赴
會
に
非
常

　
　

1
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

に
注
目
せ
ら
れ
た
と
云
は
る
ｘ
。
し
此
篇
に
於
て
彼
０
公
式
と
し
て
提
出
し
た
薗
は
「
三
代
以
上
記
注
有
成
法
、
而
撰
述
無
定
名
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ
／
Ｊ

云
ふ
事
で
あ
る
。
記
注
に
成
法
あ
り
と
は
、
周
官
聯
事
の
義
に
よ
り
、
三
代
特
に
周
代
に
於
て
は
、
常
時
の
記
録
が
種
々
の
官
統
に

於
て
各
詳
密
に
存
じ
、
且
と
れ
等
は
９
　
重
に
保
存
せ
ら
れ
て
居
た
と
考
ふ
。
所
謂
「
法
具
於
官
、
而
官
守
其
書
」
と
云
ふ
の
が
そ
れ

で
あ
る
‘
ヽ
。
此
記
注
は
其
性
質
上
、
過
去
０
記
録
で
あ
っ
て
、
事
賓
を
忘
れ
ざ
る
が
認
め
に
誌
す
る
・
者
で
あ
る
。
而
し
て
三
代
の
中
記

注
ｏ
法
の
最
完
備
し
た
時
代
に
於
て
は
、
撰
述
の
官
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
帝
王
の
行
狐
は
、
其
外
的
な
事
情
と
、
其
言
語
と
共

に
記
注
せ
ら
る
。
か
ｘ
る
事
行
は
千
撥
萬
化
、
固
よ
り
一
定
の
法
が
な
い
。
史
官
は
其
事
行
を
最
適
営
に
表
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
且

其
事
行
を
書
き
順
は
す
一
篇
の
文
は
、
其
内
容
を
以
て
直
ち
に
其
篇
に
名
づ
け
ら
・
る
ｔ
そ
こ
に
は
一
定
の
例
が
な
い
。
恂
書
の
各

　

｀

　
　

ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　

／

　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

篇
目
と
其
文
章
と
轜
、
か
χ
‘
る
性
茸
の
も
の
で
必
り
、
之
を
圓
榊
法
。
云
ふ
言
葉
で
願
社
し
て
居
る
。
そ
し
て
歴
史
の
本
質
轜
こ
の
捌



　
　

祁
０
　
意
味
ど
知
る
こ
と
に
ｔ
つ
で
檀
握
せ
ら
る
ご
之
は
・
な
學
誠
の
理
論
の
巾
で
最
重
要
な
訪
で
あ
る
と
私
は
思
ふ
。

　
　
　

然
る
に
孔
子
り
春
秋
を
作
る
に
及
ん
で
、
絢
を
立
不
よ
我
を
制
し
た
。
茲
に
始
め
て
歴
史
０
形
式
が
顕
は
れ
る
。
之
よ
り
後
歴
史

　
　

の
形
式
ぽ
次
・
祁
に
整
ひ
、
遂
に
史
記
ヅ
漢
書
と
な
り
て
顧
は
る
よ

　
　

と
に
倚
書
･
Ｈ
単
な
ど
往
事
の
記
。
銭
で
は
な
く
・
後
人
を
興
起
せ
し
む
べ
ぎ
意
味
を
含
八
部
書
教
で
あ
る
Ｉ
而
も
孔
子
の
生
存
時
は

　
　
　

Ｉ

　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

ｉ

　
　

〆

　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　

４

　

Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ａ

　
　

Ｉ

　
　

既
記
言
と
行
と
が
分
離
し
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
。
彼
は
途
に
例
を
立
て
Å
義
を
制
す
る
春
秋
を
作
ら
ざ
る
な
得
な
か
っ
た
。
そ
し
。

　
　

て
左
氏
は
之
に
詳
悉
な
る
事
賓
を
以
て
傅
を
作
ｊ
、
経
と
傅
と
相
僕
っ
て
孔
子
‐
の
撰
述
０
意
味
を
把
握
し
得
る
。
司
馬
遷
は
形
式
を

　
　

整
備
し
て
之
を
紀
傅
眼
に
組
み
立
て
た
。
而
も
其
篇
に
命
す
る
上
に
於
・
て
も
、
布
其
叙
述
０
上
。
に
於
て
も
、
倚
書
。
圓
９
　
の
意
味
を
失
‘

　
　

つ
て
居
な
い
。
漢
書
に
至
る
と
漸
く
形
式
に
過
ぎ
、
方
智
と
云
ふ
１
　
録
の
性
質
を
腰
厚
に
著
は
す
に
至
っ
た
。
凡
そ
撰
述
は
軍
な
る

　
　

記
録
で
な
い
。
必
寸
伺
書
圓
祁
の
意
味
を
持
だ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ざ
れ
ば
成
例
に
拘
束
せ
ら
る
ゝ
記
録
に
阻
す
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　

章
學
誠
は
こ
の
書
歌
篇
の
意
味
を
押
し
戮
げ
て
、
遂
に
之
を
六
経
に
及
レ
、
一
六
経
は
皆
史
な
わ
と
云
ふ
有
名
な
公
式
を
提
出
す
る

　
　
　

に
至
っ
だ
・
９
ハ
経
と
君
す
べ
玉
二
代
聖
王
が
世
道
を
舗
倫
し
た
跡
を
示
す
記
録
で
齢
る
。
之
を
経
と
搦
す
る
は
、
戦
國
峙
代
諸
子
ヽ

　
　
　

が
各
そ
の
學
派
の
主
張
を
以
て
相
孚
ふ
に
よ
り
べ
孔
子
の
學
徒
た
る
儒
家
が
其
派
の
傅
ふ
る
典
籍
を
尊
ん
で
維
と
孵
し
、
以
て
他
派

　
　
　

よ
り
自
を
守
ら
ん
と
試
み
た
・
に
よ
る
。
而
も
こ
れ
よ
り
六
経
は
専
ら
載
道
０
　
１
　
と
説
か
れ
、
共
本
質
が
忘
却
せ
ら
れ
て
、
空
虚
な
る

　
　
　

道
と
云
ふ
方
面
の
み
か
ら
理
解
せ
ら
れ
ん
と
す
る
に
至
っ
た
二

　
　
　

れ
ヽ
そ
れ
故
に
萬
世
に
亘
り
て
人
が
共
意
味
を
狸
揮
し
得
る
本
鼠
が
見
失
は
れ
て
仕
舞
っ
た
。
そ
こ
で
章
は
六
経
を
史
と
定
め
、
そ

　
　
　

れ
か
ち
後
世
の
あ
ら
ゆ
る
１
　
婆
が
形
を
具
ぺ
て
出
て
来
た
と
考
へ
、
此
・
見
地
に
よ
っ
て
總
て
の
著
述
に
系
統
を
輿
へ
ん
と
試
み
た
。

ア

　

こ
れ
隋
ｏ
劉
向
に
よ
っ
て
既
に
。
企
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ヽ
章
は
其
意
を
押
し
１
　
め
て
「
校
讐
通
灸
」
を
作
っ
た
・
此
編
は
四
教
篇

17-
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と
相
並
ん
で
章
學
ひ
精
伴
を
示
す
者
と
認
め
ら
る
ｔ

　
　

一

　

章
學
誠
は
上
述
の
や
う
な
考
へ
方
の
上
に
立
ち
て
、
更
に
一
種
の
歴
史
哲
學
を
疲
展
せ
し
め
た
。
且
そ
れ
に
よ
っ
て
互
に
相
孚
ふ

諸
學
涙
の
外
に
立
ち
、
こ
れ
等
の
學
涙
を
統
一
し
よ
う
と
企
て
Ａ
そ
れ
は
「
原
道
」
「
原
學
」
の
諸
篇
で
あ
る
Ｉ
。
彼
は
先
づ
三
代

及
そ
れ
以
前
を
言
と
事
と
の
未
だ
分
か
れ
ざ
る
時
代
、
言
０
　
換
ゆ
れ
ば
、
聖
人
の
統
治
に
よ
っ
て
行
篤
の
中
に
道
徳
が
含
奎
れ
、
そ

れ
が
疲
し
て
文
章
と
な
っ
た
時
代
だ
と
云
ふ
。
尤
も
上
古
は
無
篤
に
し
て
治
め
た
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
開
物
成
務
、
立
制
乖
法

ｏ
時
代
と
便
化
し
て
居
る
。
立
制
垂
法
ｏ
時
代
に
至
り
て
文
明
が
完
備
し
た
。
其
最
も
整
備
し
た
の
は
周
の
時
代
で
あ
っ
て
、
周
公

旦
が
著
し
き
代
表
者
で
あ
る
。
か
く
自
然
の
便
化
を
辿
り
て
道
法
完
備
の
時
代
を
願
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
は
聖
人
の
創
造
イ
。
婦

す
。
べ
き
者
で
あ
ら
う
乎
。
さ
う
で
は
な
い
。
此
説
明
の
篤
め
に
彼
は
三
人
居
室
説
を
用
ゐ
て
居
る
。
卯
父
子
三
人
が
居
す
る
生
活
に

於
て
初
め
て
共
同
生
活
が
顧
は
れ
、
均
平
秩
序
ｏ
義
が
出
る
。
進
ん
で
註
會
生
活
の
複
雑
化
と
共
に
長
幼
尊
卑
の
別
形
は
れ
、
更
に

進
ん
で
政
治
０
主
裁
た
る
君
、
文
教
を
司
る
師
出
で
、
制
度
が
次
第
に
完
備
す
る
と
云
っ
て
居
る
。
或
は
こ
の
説
明
を
重
硯
し
て
章

に
は
毅
會
進
化
の
思
想
が
あ
っ
た
と
論
す
る
者
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ら
う
。
彼
は
躍
に
文
献
に
よ
り
て
直
ち
に
認
め
得
ら

る
ｘ
現
象
の
説
明
と
し
て
比
喩
的
に
用
ゐ
た
説
明
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
う
。
寧
ろ
彼
は
直
接
な
思
辨
を
以
て
、
這
は
狐
す
所
刄
く
し
て

自
然
で
あ
り
、
聖
人
は
四
目
然
の
事
物
に
就
て
必
ず
然
る
所
以
の
理
を
見
る
と
考
へ
た
。
脈
謂
窮
す
れ
ば
侵
じ
、
曼
す
れ
ば
通
じ
、

通
に
ア
れ
ば
久
し
で
あ
る
。
た
ゞ
此
場
合
聖
人
は
決
し
て
道
そ
の
者
で
は
な
い
。
却
っ
て
道
は
無
智
の
百
姓
に
頴
は
れ
て
居
る
。
聖
人

は
そ
れ
に
よ
っ
て
道
を
見
る
ｏ
で
。
あ
る
。
そ
れ
故
に
尭
舜
か
ら
三
代
に
及
び
、
聖
人
相
次
で
起
り
、
時
の
事
物
に
就
て
絶
え
十
理
を

求
め
、
逐
に
周
公
に
至
っ
て
道
法
完
備
の
郁
々
た
る
文
化
を
造
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
三
代
の
盛
時
は
過
ぎ
た
。
事
と
言
と

の
合
一
の
時
が
終
っ
た
。
如
何
に
優
秀
な
人
物
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
然
る
所
以
の
理
を
行
ふ
こ
と
が
出
来
ぬ
。
そ
こ
で
孔
子
怯
ハ
驀
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を
表
章
し
た
・
こ
松
周
公
の
集
大
廊
し
だ
道
法
ぞ
無
窮
眼
傅
へ
、
以
・
ｔ
牝
を
後
世
に
垂
れ
た
が
７
－
町
る
・
之
よ
り
咎
言
教
を
諒
く
師

が
生
れ
ヽ
軟
と
政
と
０
分
離
が
生
じ
た
。
こ
れ
亦
聖
人
が
止
ひ
を
得
ざ
る
所
で
あ
Ｉ
る
・
然
る
に
孟
子
耳
後
1
1
儒
と
。
稀
す
る
者
皆
孔
子

　
　
　
　
　
　

－

　

一
ｙ

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　

４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
。

　
　
　

゛
゛
ヽ

　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　
　

．

　
　
　
　

ｒ

の
止
む
。
を
得
ざ
る
所
を
願
ひ
、
辿
し
く
道
徳
を
尊
ぶ
　
０
と
れ
誤
り
で
あ
っ
て
、
事
ぶ
べ
き
轜
孔
子
ｏ
周
公
・
を
學
ん
だ
鮎
に
Ｉ
あ
る
。
こ

れ
人
間
孔
子
の
永
久
に
生
き
る
所
以
で
あ
る
。
敢
て
古
人
を
尊
び
、
‘
同
時
の
人
を
蔑
脱
す
ぺ
き
で
な
い
。
・
此
勤
は
「
原
學
」
必
於
て

更
Ｋ
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
ｔ
居
る
’
・
こ
れ
等
め
論
述
に
於
て
彼
昧
餓
り
に
も
傅
説
に
捕
は
れ
万
事
物
を
把
１
　
し
７
居
る
勤
｀
は
、
今
ほ

到
底
之
を
容
認
す
る
を
得
な
い
。
ヽ
・
然
し
史
學
の
構
成
の
上
に
一
種
々
な
恥
暗
示
を
具
へ
で
居
る
鮎
は
之
を
充
分
に
認
め
得
る
。

　

以
上
學
誠
は
支
那
の
學
間
に
系
統
を
具
へ
、
更
に
進
ん
で
互
に
相
苧
ふ
思
想
界
を
、
そ
ｐ
分
域
に
限
定
し
て
、
別
に
’
彼
一
流
の
立

場
よ
り
之
を
綜
合
せ
ん
と
試
み
た
。
こ
ｘ
に
彼
の
哲
學
が
存
す
る
が
、
き
は
そ
の
源
を
王
陽
明
に
受
け
て
居
る
こ
と
は
彼
自
身
も
認

め
て
居
る
。
陽
明
に
は
歴
史
を
否
定
す
る
や
う
な
口
吻
が
傅
習
録
に
あ
っ
た
と
匙
ふ
・
併
し
事
賓
そ
の
學
徒
か
ら
’
史
學
が
顧
は
れ

た
・
恐
ら
く
陽
明
學
２

　
　
　
　
　
　

’
ダ

　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

ｔ
つ
ｔ
基
礎
づ
け
る
に
至
っ
た
め
は
単
學
誠
ｒ
あ
る
・
然
し
そ
れ
丘
ハ
に
賓
行
の
哲
學
は
ヽ
史
學
の
哲
學
と
し
る

し
め
た
。
こ
れ
叉
止
む
を
得
ざ
る
自
然
の
便
化
で
あ
ら
う

○
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